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COIの開示

開示すべきＣＯＩ関係にある

企業はありません



本日の内容

•COVID19対応に必要であった多職
種連携

•多職種連携に有効であった要素

•多職種連携を阻害する因子



参考文献



COVID19発生時 当院の機能・使命

参考：(91) 中国・武漢で発生の新型コロナウイルス日本で初確認(20/01/16) - YouTube

・外来診察
・入院対応
・各種検査
・重症者対応
・妊婦の対応

市内発生時のCOVID19患者を受け入れる

絶対に院内感染を起こさない

https://www.youtube.com/watch?v=khA8urmhZIU


COVID19患者対応にあたり
当院で必要となった連携職種

ほぼ全職種



目指すは
One Team



当時の当院職員の心境と行動

恐怖・不安・不満

感染したらどうしよう

家族にうつしたら？

関わりたくない

うつったら死ぬ？

恐い

反対するぞ！

自分は
関わらない！

近寄らない！



ＩＣＴ（マネジャー）としての役割

根拠に基づき明確な

感染対策を示す

教育・実践
各部署との連携
ゾーニング
ハード面の整備
システム構築

きっとやれる
大丈夫

うつらない

みんなで頑張ろう

成果☆院内感染を起こさない
安心・安全



現場スタッフの指導
共に対応を実施



患者からの感染なく
OP・心臓カテ―テルなどにも対応



多職種連携で重要
～信頼関係～

心理学では心理的安全性
ー率直な意見を述べる ー質問をする

ー間違いを指摘する ー自分の間違いを認める

ー新しいアイデアを提案する －支援を求める 等

これらをしてもチームから疎外されたり馬鹿にされ
たりしないと信じられるチーム（関係）作りが重要

参考：2020年8月17日 九州大学 池田 浩先生研修資料



信頼関係築きにくくする行為

怒る



マネージャーの資質

真摯であること
それ以外は後の学習で身につく

P・F・ドラッガー



効果的であった連携ポイント

１．現場リーダーと共にマニュアルをつくる

２．多少過剰対策は許容する（不安・不満が勝つ）

⇒慣れてきた時に改善を提案

３．初回～数回は実施現場に立ち会う

４．自分（ＩＣＴ）の回答待ちにならないよう即返答

（他部署からは特に催促しにくい）

５．検討は関連する実働トップ全員に集まってもらう



組織における専門家（感染対策担当）の
立ち位置とアプローチ

マネジメント「基本と原則」 P・F・ドラッガー

専門家
(ＩＣＴ)

顧客
(現場スタッフ・患者)

マネージャー
(師長・所属長・リーダー)

トップマネージャー
(幹部)



各現場のマネージャーと連携
（必ずしも所属長とは限らない）

所属長に適任者を
選任依頼



マニュアル作成時に注意した点

•具体的か

•複雑でないか

•現実的に可能か

•継続が可能で、長く使えそうか

•１部署に負担がかからないか

「専門家の言葉はわかりずらく
問題となるのは顧客とのコミュニケーション」

マネジメント「基本と原則」 P・F・ドラッガー



現場の意見を聞き現実的なマニュアルに変更



マネジメント「基本と原則」 P・F・ドラッガー

専門家
(ＩＣＴ)

顧客
(現場スタッフ・患者)

マネージャー
(師長・所属長・リーダー)

トップマネージャー
(幹部)

『初回立ち会う』
職種によっては
問題点を認識
できない



ＩＣＴ
看護師

新しい取り組みの初回は必ず
立ち合い一緒に実施



マネジメント「基本と原則」 P・F・ドラッガー

専門家
(ＩＣＴ)

顧客
(現場スタッフ・患者)

マネージャー
(師長・所属長・リーダー)

トップマネージャー
(幹部)



感染担当者の労力を割かれる事

緊急会議の開催
• メンバーの選定と時間調整

•場所確保

•連絡

•検討資料と改善案作成

俺は聞いてないけど？

関係部署を呼ばないと責任感を失わせる



幹部・所属長に定例で集まってもらう

当院では毎朝 月・水・金（状況により変動あり）

院長・副院長・ＩＣＴ・各主任部長・看護部長
診療支援部課長 事務課長、係長、経営部門等



当院 休日COVID19有事の連絡網を作成し 休日でもすぐに対応する体制



放射線課 技師さんの相談

•技師は感染対策の教育をあまり受けてない

•毎年、新人に感染症病棟の撮影注意点を教
えるのは不安

•ＣＯＶＩＤ１９アンギオ、心カテ時先生たちはＰＰ
Ｅ自分で脱げないので、技師や看護師にも指
導してほしい

主任 業務多く
努力家 責任感も強い



現場担当者が負担になりすぎないよう
お手伝い 毎年ＩＣＴと共同で指導・確認



ダメな事例も入れた教育動画を共同作成
(担当者が毎回指導しなくていいように)



連携の妨げとなった反省点

•怒って指摘する

•当事者に突如感染症病棟勤務への

異動や病棟閉鎖を告げる



人は弱い

人は弱い、悲しいほどに弱い、問題を起こす。

マネジメント「基本と原則」 P・F・ドラッガー

組織の目的は人の強みを生産に結び付け

人の弱みを中和すること



働き甲斐を与える3つの要素

1.生産的な仕事（本人が自覚する）

2. フィードバック情報

3.継続学習 が不可欠な要素

マネジメント「基本と原則」 P・F・ドラッガー

≪トップマネージャーから≫
今院内はどういう状況か
担当者はどんな役割を担うのか
なぜあなた（たち）なのか
⇒結果どうなったか
どれだけ貢献しているか



掲示板の写真
ポジティブな感想・フィードバックも重要



まとめ：効果的だった連携ポイント

１．現場リーダーと共にマニュアルをつくる

２．多少過剰対策は許容する（不安・不満が勝つ）

⇒慣れてきた時に改善を提案

３．初回～数回は実施現場に立ち会う

４．自分（ＩＣＴ）の回答待ちにならないよう即返答

（他部署からは特に催促しにくい）

５．検討は関連する実働トップ全員に集まってもらう



仕事にもスタッフにも
真摯に向き合う

院内外の皆さんに大変
助けられております


